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緑
化
フ
ェ
ア
は
、
市
民
の
み
な
と
や
す
ら
ぎ
の
場
で
あ
る
総
合
公
コ
ン
サ
ー
ト
や
ダ
e

カ
1
ポ
の
母

さ
ん
が
自
然
と
み
ど
り
、
花
と
の
圏
を
広
大
な
ス
テ
i
ジ
と
し
て
、
と
子
の
や
ま
び
こ
コ
ン
サ
ー
ト
、

ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
、
緑
化
む
意
向
開
催
し
ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
グ
リ
ー
ン
グ
リ
ー
ン
コ
ン
サ
i

識
が
高
ま
る
よ
う
、
市
民
の
憩
い
ぜ
ひ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。
ト
、
テ
レ
ビ
公
務
番
組
「
ま
ち
か

多

容

的

広

務

ソ

j
ン
そ
ー
ャ
i
h
a小
寺

1
3

ど
テ
レ
ビ
」
な
ど
多
彩
で
す
。

月

日

ま

た

、

郷

土

芸

髭

は

花

巻

市

の

γみ
ど
告
と
人
欝
mw
来
襲
察
官
組
問
口
町
内
崎
日
誌

多
臼
的
広
場
ゾ
ー
ン
に
は
、
一

T
、
東
京
電
力
、
東
京
ガ
ス
、
平
蔵
獅
子
」
な
ど
が
予
定
お
れ
て
い

千
二
百
平
方
れ
の
テ
ー
マ
帥
闘
が
設
塚
郵
便
問
問
、
横
浜
大
洋
球
邸
、
高
ま
す
。

寵
さ
れ
ま
す
。
そ
の
中
に
、
ロ
l

砂
害
料
な
ど
が
出
展
し
ま
す
。
こ
の
外
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
や
エ

ズ
シ
テ
ィ
館
、
み
ど
り
の
企
器
用
農
{
み
ど
り
の
テ
i
マ
鋳
〕
ア
ロ
ピ
ク
ス
、
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
な

ぶ
舘
、
み
ど
り
の
テ
ー
マ
舘
が
設
「
み
ど
り
と
花
の
ま
ち
」
を
自
ど
が
野
外
ス
テ
ー
ジ
て
行
わ
れ
ま

け
ら
れ
ま
す
。
指
す
平
塚
の
現
況
と
、
「
み
ど
り
す
。

{

ロ

ー

ズ

シ

テ

ィ

鐙

と

人

間

k
t
一
寸
マ
に
二
一
十
一
世

g本
縫

欝

ゾ

i
ン

日
本
一
の
産
地
で
あ
る
平
塚
の
紀
を
野
透
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
情
報

パ
ラ
を
紹
介
す
る
た
め
、
パ
ラ
の
発
信
墓
地
か
ら
の
紹
介
で
す
。
緑
化
フ
ェ
ア
と
同
時
に
閥
単
す

文
化
と
震
史
、
パ
ラ
と
豊
か
な
生
ま
た
、
こ
の
広
場
に
は
パ
ザ
1

る
臼
杢
庭
福
ゾ
ー
ン
で
は
、
野
点

活
な
ど
を
一
7
1
マ
に
、
パ
ネ
ル
盟
問
テ
ン
ト
を
譲
り
、
「
ひ
ら
つ
か
味
(
の
だ
て
て
琴
演
奏
、
陶
芸
が

不
や
実
演
、
即
売
な
ど
が
行
お
れ
わ
い
の
き
と
し
て
、
地
綾
産
業
行
わ
れ
ま
す
。

ま

す

。

の

優

れ

た

技

務

札

よ

っ

て

造

り

出

野

鶏

の

森

ゾ

ー

ン

{
み
ど
り
の
会
議
渓
宗
一
銭
}
す
物
産
の
展
示
郎
売
と
、
友
好
都

み
ど
り
、
花
、
健
康
を
テ
ー
マ
市
@
休
養
の
郷
の
物
産
市
を
開
き
野
鳥
の
森
ゾ
l
ン
に
は
、
「
ふ

に
、
臼
本
た
ば
こ
産
業
、

N
T
ま

す

。

る

さ

と

の

み

ち

」

と

議

し

て

、

散

ひ
ら
つ
か
の
陣
地
内
ひ
っ
ぱ
ソ

i
ン
a
I
j

策
絡
に
燥
の
木
イ
チ
ョ
ウ
や
藤
沢

日

日

市

の

ク

ロ

マ

ツ

、

秦

野

市

の

す

ず

γ
観
と
事
的
品
続
審
れ
い
盛
騒
匂
一
一
一
刊
誌
時
幻
訂
以

ひ
ら
つ
か
の
は
ら
っ
ば
ゾ
I
ン
殺
と
子
の
木
工
教
室
、
出
常
時
相
づ
く
か
り
や
す
く
紹
介
し
ま
す
。
ま

に
は
、
親
と
予
の
ふ
れ
あ
い
広
場
り
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
た
、
散
策
路
付
近
に
は
、
波
い
て

が
設
け
ら
れ
ま
す
。
特
に
、
子
供
こ
の
外
、
み
ど
り
の
マ
l
ケ
ッ
い
る
石
、
う
ず
く
ま
る
石
な
ど
の

向
け
の
催
し
物
が
い
っ
ぱ
い
予
定
ト
パ
ず
I
ル
、
ひ
ら
つ
か
ふ
れ
あ
石
像
の
群
れ
が
設
置
さ
れ
、
訪
れ

さ

れ

て

い

ま

す

。

い

ば

ざ

l
る
な
ど
の
常
設
場
や
、
る
市
民
の
呂
を
乗
し
ま
せ
て
く
れ

{

自

然

額

縁

輸

措

}

ゲ

1
ト
ボ
ー
ル
大
会
、
一
輪
車
競
ま
す
。

一
度
に
五
人
乗
れ
る
熱
気
球
を
技
大
会
、
幼
稚
開
闘
の
談
笛
目
先
表
な

桜
の
臨
場
ゾ
i
ン

笠
置
附
く
上
げ
、
総
合
公
開
掴
を
空
か
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
閤
聞
か
れ
ま
す
。

ら
見
て
い
た
だ
こ
う
と
い
う
「
熱
ま
た
、
こ
の
ゾ
i
ン
に
は
、
シ
桜
町
立
仏
場
ゾ
l
ン
に
は
、
花
の

気
球
試
乗
い
や
、
一
国
内
百
五
十
れ
ン
ボ
ル
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
設
置
さ
浮
世
絵
、
公
薗
遊
具
広
場
が
設
け

の
ミ
一
一
S
L、
富
士
ザ
フ
ァ
リ
パ
れ
ま
す
。
ブ
ロ
ポ
i
ヂ
ル
方
式
に
ら
れ
ま
す
o

背
骨
飾
北
斎
が
描
い
た

1
ク
か
ら
く
る
動
物
牧
場
な
ど
よ
る
作
品
か
ら
選
ば
れ
た
も
の
富
士
を
モ
チ
ー
フ
に
、
季
節
の
花

が
、
子
供
た
ち
を
楽
し
ま
せ
て
く
で
、
「
自
然
と
の
対
話
」
を
テ
l

で
「
花
の
浮
世
絵
」
京
遣
を
設
登

れ

ま

す

。

マ

に

、

出

国

然

か

ら

の

メ

ッ

セ

ー

ジ

し

ま

す

。

門
森
の
制
援
活
工
場
}
を
形
芝
自
の
荷
主
で
伝
え
る
ユ
ニ

口
グ
ハ
ウ
ス
(
丸
太
小
選
)
や

l
ク
な
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
で
す
。

野
朝
刊
ス
テ

i
ジ
ゾ
j
ン

野
外
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
い
ろ
い
す
。

ろ
な
催
し
物
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
パ
ラ
一
色
ラ
イ
ブ
青
源
や
す
の
り

み
ど
り
と
花
の
フ
ェ
ア
に
ふ
さ

わ
し
い
物
絞
の
出
腐
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
、
公
開
閉

縁
地
課
緑
政
係
(
内
線
凶
二
五
)

へ
お
た
ず
ね
く
だ
3
い。
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(2) 平成元年8馬守主五回らっち、重審45ア霊聾

妨
災
一
資
機
材
取
り
扱
い
訓
練
な
ど

。
護
綴
裟
訓
練

東
海
地
震
が
発
生
し
、
津
波
盟
国

一
報
が
愛
喜
れ
た
こ
と
を
想
定
し

一
て
の
訓
練
を
行
う
。

一
マ
臼
時

9
月
1
口
凶
(
金
)
午
前

九
月
一
日
は
「
防
災
の
日
」
0

今
年
も
防
災
の
日
に
あ
わ
せ
て
発
災
対
応
部
苓
予
知
一
詳
一
i
u時
一
山
分

一
円
〉
町
訓
練
実
施
区
域
撫
子
原
地
区

対
応
裂
な
ど
の
訓
練
が
行
わ
れ
る
。
最
近
も
、
俊
一
旦
山
半
島
の
伊
東
市
東
方
沖
を
震
源
と
し
一
一
守
会
場
な
で
し
こ
小
晶
子
校

た
群
発
地
幾
が
発
生
、
霊
は
一
応
終
穏
化
し
た
も
の
の
、
護
体
制
は
続
い
て
い
る
。
一
守
内
容
室
恒
達
、
避
難
誘
導
、

量
百
か
ら
一
章
}
守
る
た
め
に
は
、
口
M

ご
ろ
の
織
え
と
鯵
藷
と
の
紡
笠
間
い
が
大
切
と
な
一
児
童
引
き
渡
し
訓
練
な
ど

一
。
防
災
ミ
ニ
訓
練

る
。
こ
れ
を
機
会
に
、
も
う
一
度
身
の
回
り
を
点
検
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
一
一
関
東
天
震
災
の
発
生
時
刻
と
周

平
塚
市
総
合
防
義
票
、
八
一
ス
、
水
警
が
被
害
受
け
た
ζ

一
脱
出
体
験
、
差
益
訓
一
時
刻
に
地
震
が
発
生
し
た
こ
と
を

月
二
十
七
臼
(
日
)
と
九
月
一
円
ニ
ど
を
想
定
し
て
の
制
訓
練
を
行
う
。
一
@
予
知
対
応
型
鋭
綴
一
想
定
し
て
の
判
明
練
を
行
う
。

(
金
)
の
二
日
間
行
わ
れ
る
之
と
一
マ
臼
符

8
5日
(
日
)
午
前
一
霊
地
震
に
係
る
器
一
サ
イ
レ
ン
を
高
に
、
各
家
庭

に

な

っ

た

。

一

習

得

部

分

1
u一
時
げ
四
分
一
が
招
集
さ
れ
、
そ
の
後
警
戒
凸
亘
一
一
宮
一
で
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

こ
の
訓
練
は
、
東
海
地
譲
に
係
一
寸
叩
訓
練
護
施
広
域
答
書
兄
地
底
一
が
笠
喜
れ
た
こ
と
を
祭
足
し
て
一
マ
臼
持
宮
月
1
臼
(
金
)
午
前

皇

室

口

が

発

令

さ

れ

た

場

合

一

守

護

青

野

中

学

校

一

の

霊

安

打

う

。

五

時

犯

分

か

ら

1
分
間

ゃ

、

大

規

模

地

震

が

発

生

し

た

場

一

マ

内

容

一

マ

日

時

9
月
1
5
(金
)
午
前
一
マ
実
施
冨
減
市
内
全
域

章
、
市
、
震
関
係
機
関
、
豆
・
地
域
訓
練
初
期
消
火
、
火
災
一

7
詰

マ

誇

ぬ

分

一

マ

訓

練

の

護

…
 

俣
の
脅
さ
ん
が
一
体
と
な
っ
た
防
一
通
報
、
救
出
救
護
訓
練
な
ど
一
マ
訓
練
実
施
区
域
市
内
全
域
一
②
机
や
テ
ー
ブ
ル
の
下
に
身
を
か

災
体
縦
が
と
れ
る
よ
う
訓
練
す
る
了
会
場
訓
練
襲
撃
、
応
急
す
会
場
市
議
、
お
地
域
拠
点
一
く
し
、
身
の
安
全
長
か
る
一
百
八
一
な
い
、
警
な
ど
を
ス
ロ
i
ガ
一
紡
い
で
い
た
だ
き
た
い
。

も
の
ι

電

力

施

設

復

出

訓

練

な

三

墓

地

②

使

用

中

の

火

事

す

な

ど

、

火

中

で

一

ン

に

、

主

義

の

追

放

黛

一

な

お

、

不

幸

に

し

て

ヌ

事

故

一

E

大

地

震

な

ど

の

災

輩

出

か

ら

被

害

の

始

末

を

す

る

笛

五

一

諜

運

転

の

追

放

③

疋

し

い

方

法

一

を

起

こ

し

た

り

、

警

に

あ

わ

れ

一

芸

を
最
少
限
に
す
る
た
め
に
は
、
臼

1

1

1

i

i

;

一
主
人
と
約
七
容
を
占
め
た
一
に
よ
る
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
の
重
一
た
そ
害
賠
償
等
で
お
悩
み
一
来
年
四
月
に
入
麗
苦
手
私

518

増

一

員

辻

義

JEr--辺諸君一日間訪日間

こ

の

機

会

に

、

都

練

に

ぜ

基

一

こ

れ

は

、

若

年

者

の

一

運

転

車

一

Eに
よ
る
暴
走
や
無
謀
運
転
一

o量
散

喜

一

方

言

語

に

事

襲

。

号
、
災
害
に
つ
い
て
の
認
識
を

5

一
や
暴
走
行
為
に
よ
る
交
通
事
故
一
で
一
一
益
事
故
が
多
発
し
て
い
る
。
了
出
張
相
談
重
荷
庁
舎
一
な
お
、
市
立
幼
稚
雪
草

深

め

て

い

た

た

き

た

し

。

五

六

人

死

立

す

、

死

亡

と

い

う

一

旦

震

の

結

果

を

一

自

分

量

が

気

を

つ

け

る

の

は

一

霊

平

一

一

七

一

)

…

育

の

た

め

来

年

四

月

に

五

歳

と

な

。

喜

一

審

議

2

一
招
い
て
い
る
こ
と
に
外
な
ら
な
い
…
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
危
険
な
豆
志
談
日
毎
週
丹
、
水
曜
日
一
る
幼
児
う
定
私
立
蓄
は

一

一

警

は

、

舎

で

は

便

利

で

の

で

あ

る

。

一

に

気

が

つ

い

た

ら

か

ひ

と

声

。

か

了

富

午

語

宇

午

後
4
時
一
=
緩
か
ら
五
歳
ま
で
の
幼
児
暴

身
近
な
乗
り
物
と
し
て
だ
れ
も
一
こ
の
よ
う
な
悲
劇
を
少
し
で
も
一

i
j
i
l
-
-
i
i
;
j
j
i
l
i
-
-
i
j
i
l
-
-

一
集
す
る
。

が
気
軽
に
利
用
し
て
い
る
。
一
滅
ら
す
た
め
、
神
奈
川
県
芦
要
一

i

f

-

z

h

?

と

マ

警

需

背

昔

(

汚

)

し

か

し

、

二

重

警

の

章

一

全

対

策

協

警

で

は

、

八

月

一

日

一

議

乙

一

一

室

ロ

を

霧

峯

…

一

、

一

義

f
t認
知

一

一

員

主

要

望

一

よ

五

五

幼

稚

調

事
故
や
鑑
賞
暴
走
な
ど
マ
イ
一
き
か
ら
一
古
月
聖
書
一

j
J
J
j
r

一
マ
願
書
受
付
羽
月
1
臼
(
水
)

ナ

ス

頭

が

あ

る

ー

さ

一

露

議

議

品

と

し

て

「

二

輪

一

線

主

の

大

宮

、

す

ば

ら

し

一

重

富

里

?
1
平
塚
市
了
市
@
私
立
各
幼
稚
額

れ
が
ち
で
あ
る
。
一
言
ス
リ
ル
で
走
る
な
モ
ラ
ル
で
一
さ
を
考
え
て
も
ら
っ
M
塚
市
緑
化
一
役
所
蓋
緑
地
震
設
係
(
内
線
一
マ
問
い
合
わ
せ
ん
;
重
量

一
室
コ
ン
ク
ー
ル
の
一
作
品
を
草
案
一
四
二
五
)
へ
。
一
係
(
内
線
五
三
ザ

一
す
る
。
奮
っ
て
ご
応
募
を
。
一

一
マ
テ
ー
マ

m緑
化
に
対
す
る
意
一

…
識
が
高
ま
る
も
の
②
市
民
の
木
一

1

7
一
一
く
す
の
き
」
、
市
民
の
花
「
な
で
一

二
し
こ
」
が
広
く
給
介
で
き
る
も
の
一

7
一
マ
応
募
資
格
市
内
に
お
住
ま
い
一

~
一
か
、
お
勤
め
ま
た
は
事
し
て
い
一

一

る

方

一

一
マ
規
定
①
1
人
2
詰
ま
で
②
一

一
1
首
お
字
以
内

一
マ
応
募
期
限

Q
d
月
日
日
(
月
)

一
応
募
は
、
は
が
き
に
住
所
、
氏

一
名
、
年
齢
、
勤
務
先
(
学
校
)
、

一
電
話
丑
田
宮
古
記
入
の
う
え
一

T
m

書
昨年行われた湘薦海揮公識での章者災鍛練

..""..費量よ衣

パイクに乗ると参は
………ゆハJl;xット .3・SG'JIS""7ークのつい

たものを正しくかよる

日日日@轡めがねー ゴミよけのため、ゴグ

んかサングラス

長袖で明るい自立つ色の

もの。えり口のあまり広

がっていないもの

軽くて風を通さないもの

スラ yクスまたはジーン

ズ等で、明るい色のもの。

スソの広がっていないも

の。スカート等はダメ

ーかかとの低い諜転しやす

いもの。ハイヒーんやサ

ンダノレはダメ

告

し
、
一
一
十
四
時
間
休
む
こ
と
な
の
こ
と
を
お
聞
き
す
る
。

く
泊
費
を
受
け
て
い
る
。
①
何
が
あ
っ
た
の
か
(
急
病
、

市
内
に
お
け
る
救
急
車
の
出
交
通
事
故
な
ど
)

動
婆
請
は
「
急
病
」
が
一
番
多
②
い
っ
、
ど
こ
で
(
発
生
時
吋

く
、
次
い
で
「
交
通
事
故
)
問
、
場
所
、
近
く
の
医
療
な
ど
)

二
般
負
悔
し
の
順
と
な
っ
て
③
現
在
の
一
状
況
(
け
が
人
の
数

お
り
、
昭
和
六
十
二
年
は
五
千
な
ど
)

四
百
九
十
件
、
六
十
三
年
は
五
ま
た
、
救
急
車
が
現
場
に
到

千
七
百
九
十
八
件
、
そ
し
て
今
着
す
る
ま
で
の
一
聞
に
、
そ
の
場

年
(
古
月
末
)
は
す
で
に
一
二
千
に
居
合
わ
せ
た
方
の
趨
切
な
応

三
百
九
十
九
件
と
、
毎
年
出
動
急
手
当
で
、
大
切
な
生
命
を
救

件
数
は
増
え
続
け
て
い
る
。
う
こ
と
に
も
な
る
。

尊
い
生
命
を
守
る
た
め
に
は
こ
れ
を
機
会
に
、
応
急
手
当

救
急
車
が
少
し
で
も
早
く
現
場
訓
練
な
ど
に
幸
茄
し
、
普
段
か

に
到
着
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
ら
そ
の
技
術
と
知
識
を
身
に
つ

い

onm番
。
は
正
し
く
か
け
け
て
お
い
て
い
た
だ
き
た
い
。

て
い
た
だ
き
た
い
。
な
お
、
緊
急
以
外
で
の
問
い

マ
治
勢
の
義
務
は
合
わ
せ
は
、
消
防
本
明
帯
電
話

通
報
が
入
る
と
、
順
番
に
次
公
三
一
一
間
一
(
〉
)
へ
。

②高校を 3月に卒業した方及び来年 3R

に品業見込の方で、昭和45年 4月 2臼以

降に生まれた健康な男子。

③市内居住者及び居住可能な方、

能な方。

④身長160cm以 i、体葉55kg以と、

cm以 J二、視力0.3以上の色覚正常者。

。
一
組
法
樺
相
談

9
月
6
日(水)、
9
九
月
日
日
(
水
)

予
約
制
(
電
話
で
も
可
)
、
日
時
1Mm時

。
資
制
品
、
横
託
、
潤
毅
縁
談

9
月
8
5
(
金
)
、
日
時
I
M時

。
一
融
市
由
民
相
談
毎
日
(
た
だ
し
、
土
曜
は
ロ
時
ま
で
、
日

曜
・
祝
臼
は
除
く
)

O
済
繋
生
活
棉
談

8
月
見
日
(
金
)
、
回
目
(
金
)

9
月
1
日(金)、
8
臼(金)、
9
時
1
四時

。
建
制
年
童
相
談

9
月
刊
凶
日
(
木
)
、
問
時
3
日
時

〈

V
尭
明
帯
葉
特
許
相
談

9
月
4
日
(
月
)
、
日
時
1
日時

。
下
線
取
引
相
談

8
月
口
臼
(
木
)
、
日
時
四
分
3
四時

。
後
申
骨
格
談

8
月
訪
日
(
火
)
、
日
時
1
日
時

31号

を
融
関
少
年
柄
欄
談
智
一
(
市
民
セ
ン
タ
ー

)
M
1七
一
一
一
一
一

月
1
金
曜
日
9
時
1
U時
土
曜
日
は
日
時
ま
で

O
楢
み
ご
と
は
か
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
e

お
j
七
八
一
一
一

O

月
1
土
曜
日
9
時
3
日
時
却
分

時

惜

叫

悼

会

軸

縄

問

ω
i一一一一一一一一一一一

ハY
心
配
ご
と
椙
毅
毎
週
月
曜
岳
、
日
時
1
日
時

。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
軍
最
月
1
金
曜
日
、

9
時
1
日
時

土
曜
呂
詰
日
時
ま
で

。
結
婚
相
駿
毎
週
バ
ロ
曙
目
、
同
時
I
S
H
時

(第
3
日
曜
日
を
除
く
)a

。
母
子
相
談
革
適
芹
1
金
瞳
日
、

9
時
1
日
時

。
憲
議
児
難
相
綴
嬉
選
河
《
金
曜
日
、

9
時
i
t四時

。
高
齢
噂
軸
義
務
総
揮
週
月
1
金
曜
日
、

9
時
却
分
自
吋
四
時

土
曜
日
は
ロ
碍
ま
で
(
第
2
、
第
4

土
曜
日
薪
障
く
)

。
縄
人
補
鍛
時
局
第
3
木
曜
日
、
羽
時
t

、，日時



海
岸
の
新
し
い
利
煎
方
法
を
考

え
る
「
什
J
!
フ
羽
一
の
プ
レ
イ
ベ

ン
ト
が
、
八
月
五
臼
(
土
)
平
塚

海
岸
て
行
わ
れ
た
。

会
場
で
は
、
参
加
さ
れ
た
方
々

が
ピ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
や
ど
ー

ピ
ん
チ
サ
ッ
カ
ー
な
ど
の
新
し
い
ス
ポ

ぷ
1
ツ
に
砂
に
ま
み
れ
な
が
ら
挑
戦

フ
の
し
て
い
た
。

畑

山

議

内

容

は

友

人

関

係

、

異

性

と

民

ま

た

、

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

か

ら

一
市

三

件

官

、

前

年

に

比

べ

若

干

減

少

一

れ

て

い

る

。

一

係

、

学

校

生

活

、

性

、

身

体

、

レ

む

参

加

し

た

サ

1
フ
ァ
ー
や
水
上
オ

し

て

い

る

。

一

内

容

別

で

は

、

喫

煙

草

、

世

ご

家

族

関

係

と

い

っ

た

帽

順

序

で

、

小

抑

制

一

1
ト
パ
イ
の
一
ア
モ
ン
ス
ト
レ
l
シ

ま

た

、

こ

の

中

で

底

接

相

談

に

…

学

怠

動

、

不

良

交

友

が

全

体

の

九

一

学

牛

一

は

現

実

的

な

友

人

関

係

、

中

一

を

ヨ

ン

が

、

若

者

や

家

族

連

れ

の

呂

来
ら
れ
た
件
数
は
百
十
二
件
で
、
一
乏
が
と
圧
倒
的
に
多
い
。
特
に
喫
一
学
生
は
異
性
関
係
、
高
校
生
は
性

F

ピ
一
を
楽
し
ま
せ
て
い
た
。

前

年

に

比

べ

る

と

七

十

五

件

の

滅

一

煙

飲

潜

は

前

年

の

一

伺

部

倍

(

う

一

の

悩

み

と

い

う

よ

う

に

、

年

代

に

居

日

日

日

日

日

立

M

M

M

H

H

M

H

E

少
で
あ
り
、
過
去
十
年
間
で
は
義
一
ち
女
子
は
了
六
倍
)
と
急
増
し
一
よ
り
悩
み
の
内
容
が
変
化
し
て
い
一
し
て
お
り
、
内
容
は
斑
作
り
や
先
一

O
袴
鐙
品
伎
の
焔
み
が
半
数
近
一
児
墜
を
扶
養
し
て
い
る
ぎ
ャ
ι護
地
一
室
子
の
進
歩
、
人
口
の
高
齢
化
、

少
の
相
談
件
数
で
あ
つ
だ
一
て
お
り
、
高
校
生
禁
容
喜
一
る
。
互
に
関
す
る
悩
み
等
が
寄
せ
ら
れ
下
比
率
を
占
め
て
お
り
、
次
い
で
の
母
、
ま
た
は
代
わ
っ
て
扶
養
し
一
疾
病
霊
妥
化
な
ど
に
よ
り
毎

な
お
、
家
庭
か
ら
の
相
談
が
全
一
め
て
い
る
が
、
中
学
生
も
二
計
一

O
小
学
生
げ
ん
か
、
仲
夜
り
す
一
て
い
る
。
一
韓
民
性
関
係
、
身
体
と
な
っ
て
お
一
て
い
る
方
(
公
的
年
金
を
受
げ
ら
一
年
増
加
し
て
い
る
。

君
主
一
宮
古
め
、
全
体
に
点
一
と
低
年
齢
化
が
進
ん
で
い
る
。
法
、
嫌
わ
れ
て
い
る
な
ど
、
一

ο章
生
異
性
票
率
み
が
一
り
、
こ
れ
ら
の
悩
み
で
き
引
を
一
れ
る
警
は
き
)
ご
」
の
医
療
室
、
皆
さ
ん
が
負

め
る
雲
大
幅
に
上
昇
し
た
。
一
を
怠
著
書
全
体
の
三
一
盟
友
人
票
率
み
が
多
士
雲
く
、
次
い
で
一
性
、
友
人
里
占
め
て
い
る
。
一
マ
支
蓄
用
児
童
1
入
の
場
合
は
宣
さ
れ
る
保
襲
と
盟
会
合

相
談
の
内
容
は
身
上
問
題
が
五
一
一
言
、
、
そ
の
中
で
女
子
高
校
生
次
い
で
学
校
生
活
、
異
議
問
一
係
と
な
っ
て
お
り
、
甲
包
帯
織
の
M
M

一
な
お
、
相
談
件
数
は
少
な
い
一
月
一
額
一
一
一
万
四
千
肉
、

2
人
の
受
口
一
か
ら
の
補
助
金
な
ど
に
よ
り
一
跨
わ

7
j

十
一
一
件
と
一
番
多
く
、
そ
の
幸
一
が
六
一
一
了
一
一
一
官
官
、
難
し
い
前
年
主
ベ
一
み

2
2
2
1
5匂
一
が
、
年
々
増
え
つ
つ
あ
る
。
一
は
一
一
一
万
九
千
代

3
人
目
以
降
生
れ
て
お
り
、
昭
和
六
十
一
一
一
年
度
の

ぺ

戸

良

交

友

、

霊

童

、

怠

晶

子

義

一

年

蓄

を

浮

き

彫

り

に

し

て

い

弱

み

が

増

加

一

l
i
l
i
-
-
-
L
i
l
l
i
-
-
一
え
に
つ
き
一
一
千
円
を
加
算
一
平
塚
市
の
国
民
健
康
保
険
の
警

ぐ

凡

な

ど

が

続

い

て

い

る

。

制

一

FAZA

…

霧

器

雲

3
一
警
は
百
十
五
億
円
(
前
年
に
比

一

ヨ

一

層

謹

一

そ

の

他

一

見

盟

主

一

一

の

現

況

居

者

一

員

精

神

ま

た

は

き

中

一

ベ

て

六

語

、

一

人

あ

た

り

十

菊
平
塚
市
青
少
空
襲
警
は
、
一
疑
義
指
導
か
ら
の
キ
談
喜
一

7
i宇
尊

重

十

人

事

、

心

叫

犯

罪

一

;

一

度

以

上

の

警

の

あ

る

議

未

満

一

七

万

円

と

な

っ

て

い

る

。

A

b
青

少

年

実

襲

撃

一

子

「

昭

一

じ

め

、

学

校

、

警

察

な

ど

か

ら

の

石

、

霊

行

動

を

早

く

発

見

す

る

ア

ン

ナ

i

一
量
扶
養
室
、
重
量
扶
一
マ
提
出
場
所
長
諜
児
童
係
一
の
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
父
舟
こ
そ
こ
で
、
受
診
さ
れ
た
医
療
費

翠

和

六

十

一

一

一

年

度

育

室

相

談

室

一

室

ケ

ー

ス

に

つ

い

て

も

霊

す

…

た

め

「

愛

の

ひ

と

声

運

動

」

主

叫

乱

用

L
議
室
を
支
給
さ
れ
て
い
る
方
一
(
内
線
一
一
一
六
)
一
ま
た
は
代
わ
っ
て
扶
養
し
て
い
る
一
の
額
を
お
知
ら
せ
す
る
の
で
、
健

整
動
機
、
授
を
公
表
し
た
。
一
る
外
、
解
決
の
難
し
い
相
談
ケ
1
一

本

に

非

行

化

防

止

に

努

め

て

い

山

無

断

外

P

一

は

、

毎

年

こ

の

時

期

に

現

況

溺

一

な

お

~

次

に

該

当

さ

れ

る

方

一

方

一

審

濃

の

星

と

し

、

あ

わ

せ

て

壁

総

体

的

に

み

る

と

、

青

少

年

格

一

ス

に

つ

い

て

処

皇

室

相

談

一

る

。

出

草

学

意

勤

一

(

所

得

状

況

患

を

提

出

し

て

い

一

(

所

得

制

限

あ

り

)

で

、

要

請

す

支

給

額

襲

撃

児

月

豊

富

民

護

保

険

制

度

に

つ

い

E

J
談
に
つ
い
て
は
若
干
減
少
し
て
い
耳
鳴
語
専
門
機
関
や
関
係
機
関
と
一
一
年
間
に
処
理
し
た
件
数
は
一
守
護
酒
一
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
三
求
を
さ
れ
て
い
な
い
言
語
求
の
一
万
一
千
一
一
一
言
、
車
警
官
費
一
蓄
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

一
る
も
の
の
、
愛
護
指
導
件
数
量
一
議
を
と
り
な
が
ら
襲
指
導
に
一
千
四
十
号
、
こ
の
う
妻
子

τ交互
の

蓄

を

し

な

い

と

八

月

分

以

一

手

続

章

、

一

額

一

一

万

平

五

百

円

一

な

荷

量

著

書

し

で

増

加

し

て

お

り

、

特

に

裏

生

一

あ

た

り

、

湾

非

行

防

止

に

努

め

て

…

が

三

百

三

士

一

一

害

ま

れ

て

お

す

上

問

題

一

君

主

一

が

受

げ

ら

れ

な

く

な

る

工

児

襲

撃

さ

一

一

て

量

管

室

。

ご

了

承

を

。

一

号

諮

問

咋

諒

一

ぃ

計

簡

の

相

談

件

警

官

八

十

一

民

間

臨

時

日

M

H

一

日

時

十

昔

(

月

二

マ

謀

議

長

持

一

一

一

一

立

は

一

詩

吟

(

九

時

仁

号

一

時

に

あ

る

た

め

、

家

庭

で

の

先

日

阻

ま

一

の

2
回

鵬

に

十

分

注

品

思

し

て

い

た

た

く

よ

う

一

勝

病

気

や

け

が

の

た

め

に

閲

民

健

一

一

〉

問

問

い

合

わ

サ

点

先

保

険

年

金

課

蹴
保
険
工
受
診
さ
れ
た
援
療
費
は
一
給
付
係
(
内
線
二
四
六
)

畿
毅
線
機
綴
毅
畿
綴
畿
瀦
臨
輔
事
務

欝
繋
一
一

e
……
v葉
お
お
む
」

一
議
議
議
鱒
幾
議
議
議
議
議
議
輔
理
さ
れ
て
い
た

一
先
日
行
わ
れ
た
定
綴
監
査
に
{
問
第
8
号
}

L

つ
い
て
駁
査
委
員
石
田
成
弘
マ
対
象
市
長
部
~

氏
、
小
倉
麗
司
氏
、
長
一
塚
洋
三
入
、
支
出
世
帯
務

氏
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
。
マ
結
果
お
お
む
h

{
致
変
公
表
第
7
号

}

理

さ

れ

て

い

た

門

V

対
象
平
塚
市
土
地
開
発
公
〔
問
問
第
9
号
}

社
、
財
団
法
人
平
塚
市
開
発
公
マ
対
象
経
済
部
、

校
、
財
団
法
人
平
塚
一
市
生
き
が
所
に
お
け
る
収
入
、

い
事
業
団
、
財
図
法
人
半
壊
L
巾
マ
結
果
お
お
h

ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
窃
に
お
け
る
理
さ
れ
て
い
た
。

出
資
に
係
る
1

凶
納
、
そ
の
他
の

事事45ア懇

青少年相談数()は女子で内勤

事昭中そ
い;fDン
子六グ

壁土Z
ち年ホ
すの凶ン
ぐた月キ雷
雲霊めか談
話にら}
~悩
をひみ

菊綾

繁

務

少

年

一

公

民

館

、

午

後

金

臼

公

民

館

一

マ

8
月
M
B
(木
)
午
前
城
島

一

公

民

抽

出

e

吉
沢
公
民
館
、
午
後

一
老
齢
福
祉
年
金
は
、
日
開
か
金
額
一
の
支
給
を
受
け
た
方
は
留
民
年
金
一
関
崎
公
民
館
e

太
田
鳳
公
民
館

一
を
負
記
し
て
い
る
年
金
で
あ
る
。
一
一
祉
審
(
緑
色
の
手
緩
)
を
露
出
し
一

7
8月
お
日
(
金
)
午
前
須
賀

…
し
た
が
っ
て
、
受
給
さ
れ
て
い
一
て
い
た
だ
き
た
い
。
一
公
民
館

一
る
方
や
そ
の
配
偶
者
、
扶
養
護
亨
提
出
期
限
高
官
(
木
)
一

l

i

l

i

-

-

…
の
あ
る
方
な
ど
に
一
定
額
以
上
の
一
円
v
提
出
先
保
倹
年
金
議
年
金
孫
一

一

所

得

が

あ

っ

た

り

、

受

給

さ

れ

て

一

(

内

線

二

五

二

一

農

地

を

転

用

す

一
い
る
方
が
他
の
公
的
年
金
を
支
給
一
語
、
次
の
公
民
館
で
も
手
続
一
る
と
き
許
可
を

一
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
章
一
謹
一
き
が
で
き
る
。
年
金
格
談
も
行
う
一

一
年
金
の
支
給
が
一
部
ま
た
は
全
議
一
の
で
、
お
気
軽
に
と
一
割
用
を
。
一
優
良
農
地
盈
守
る
た
め
、
農
地

有
さ
れ
る
と
と
が
あ
る
。
工
巡
媛
恕
忍
午
前
は
宮
守
一
法
で
一
議
地
事
長
地
以
外
の
用
途

一
こ
の
た
め
、
毎
年
こ
の
時
期
に
一
江
一
向
午
後
は
1
符
1
3時
一
に
転
用
す
る
こ
と
を
制
限
し
て
い

一
受
給
さ
れ
て
い
る
方
な
ど
の
前
年
一
マ
8
月
幻
自
(
火
)
午
前
金
田
一
る
。
な
お
、
農
地
を
転
用
す
る
場

一
の
所
得
績
を
謁
査
し
、
八
月
分
か
一
公
民
館
@
醐
諸
問
公
民
館
、
午
後
一
合
に
は
、
県
知
事
ま
た
は
農
務
水

一
ら
翌
年
の
七
月
分
ま
で
の
支
払
担
額
一
横
内
公
口
氏
館
・
神
田
公
民
館
一
産
大
随
一
の
許
可
が
必
要
と
な
る
。

一
を
決
定
し
て
い
る
の
で
、
八
月
期
…

V
8月
幻
自
(
水
)
午
前
焔
一
詳
し
く
は
、
農
業
委
員
会
へ
。

2 

平成元年8F'l守 58(3) 

さきfl21日(*)
午後6時30分畢覇軍需

く〉ところ市民センターホー)v

a 潟語費者 新橋樹子、平淑窓、

金内喜久夫、坂口芳貞伺

命入希語料 5滞 3，000問、 J主席 2，500円

B席 1，500Pヨ(B席は市民センターのみ発売〉

諸君務所 市民センタ一、クワトロード、ヤン

レイレコーに橋元屋業器底、サクラ書l苫本属、

ヨネザワ楽器、花7]<護活、文栄賞、なでしとー務い合わせ市民センタ一事務局

審涛、チケットセソン間友二宮J6 電話 32-2235 

く〉と

311 

お気縫にご利用を/

<>8汚23Eヨ〈水}
.10時~12時神田公民館
・ 19時~21時構内公民館。8}寺3自鍔(水〉
・ 19時~21時 量豊田公民館

。望月 13尽(氷〉
.10時 -12時
.14時~16時

.19時~21時

問い合わせ広報課広糠係(内線355)
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ナイスパッチング

平成元年8F弓弓 5をヨ

毎
年
恒
例
と
な
っ
た
子
供
た
ち

の
憂
の
球
玄
「
平
塚
市
少
年
野
珠

大
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
場
と
な
っ
た
大
神
市
民
ス
ポ

ー
ツ
広
場
に
は
、
優
容
そ
自
治
す

真
島
市
に
白
焼
け
し
た
子
供
た
ち
の

懇
輔
副
が
あ
り
ま
し
た
。

震
選
手
た
ち
は
、
監
督
の
指
示
を

慾
み
の
が
す
ま
い
と
、
真
剣
な
自
で

の
ぞ
き
、
穴
き
な
声
で
答
え
ま

隅

す
o

打
つ
、
走
る
、
捕
る
の
ハ
ツ

の
ス
ル
プ
レ
ー
は
、
基
本
に
忠
実
で

鳩
一
汁
と
総
で
ま
み
れ
た
ユ
ニ
ホ
l

よ
ム
が
輝
い
て
み
え
ま
し
た
。

品
ま
た
、
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
も

い
応
援
や
選
手
た
ち
の
党
謡
で
汗
だ

く
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

途
中
、
雨
に
降
ら
れ
試
合
が
順

延
と
な
り
、
決
勝
戦
な
ど
が
平
塚

球
場
で
で
き
な
か
っ
た
の
が
、
残

念
で
し
た
。

り

小
学
生
の
部

媛
務
相
制
緩
フ
ラ
パ
i
ズ

今
回
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、
七
月
一
二
十
日

に
「
相
演
川
イ
カ
ダ
下
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

斤ち
当
日
は
、
斡
早
く
か
ら
神
川
橋
の
下
流
の
河

原
に
、
サ
フ
ァ
ー
の
形
を
し
た
イ
カ
ダ
や
ク

ジ
ラ
を
形
づ
く
っ
た
も
の
、
お
み
こ
し
を
の
せ

た
も
の
な
ど
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
、
ド
ラ
ム

缶
、
市
村
な
ど
を
利
用
し
た
ア
イ
デ
ア
い
っ
ぱ

い
の
イ
カ
ダ
が
勢
ぞ
ろ
い
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
台
風
の
影
響
で
午
前
十
時
競
技

会
は
中
止
と
な
り
、
意
気
込
ん
で
き
た
参
加
者

を
が
っ
か
り
さ
せ
ま
し
た
。

次
回
は
、
ぜ
ひ
実
施
で
き
る
と
い
い
で
す

ね。

= 

おみこしイ1:1:57も登契量 ワッショイ ワッショイ

ー
わ
に
な
る
。

マ
第
1
ポ
イ
ン
ト
本
震
の
前

に
小
さ
な
揺
れ
が
く
る
こ
と
が

あ
る
の
で
、
こ
の
間
に
使
用
中

の
こ
ん
ろ
や
ス
ー
?
ブ
の
火
を

消
す
マ
築
2
ポ
イ
ン
ト
大
穏
れ
が

お
さ
ま
っ
た
あ
と
、
万
一
出
火

し
て
い
た
ら
水
や
消
火
器
な
ど

でi
尚
す

地
滋
に
よ
っ
て
発
生
す
る
火
マ
第
3
ポ
イ
ン
ト
第
2
ボ
イ

災
は
、
通
常
の
火
災
と
異
な
り
ン
ト
で
消
せ
な
か
っ
た
場
ム
『

出
火
す
る
と
き
に
人
が
近
く
に
大
声
で
「
火
事
だ
f
」
と
さ
け

い
る
こ
と
が
多
い
。
し
た
が
っ
び
、
隣
近
所
や
白
主
防
災
組
織

で
初
綴
消
火
が
蒙
菱
な
ポ
イ
ン
の
協
力
を
求
め
る

務
災
軸
鞘
噛
識

ス
ポ
ー
ツ
に
務
レ
み
楽
し
ん
一
(
た
だ
し
、
外
野
自
由
席
は
当
日

で
も
ら
う
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
一
売
り
)

を

開

く

。

ご

震

を

。

一

a

平
塚
球
場
霊
平
一
一
六
六

{
ス
ポ
ー
ツ
痕
獲
議
議
会
}
一

7
8時
吉

月
8
B
(金
)

午

後

一

第

二

回

全

B
本

7
時
1

一
ユ
j
ス
大
会
を

マ

会

場

教

育

会

館

一

マ
講
部
平
塚
共
済
病
競
整
形
外
一
第
一
回
全
日
本
ユ
ー
ス
大
会
が

科
医
長
安
竹
重
幸
氏
一
八
月
一
一
十
五
B
と
二
十
七
日
の
ニ

マ
テ
ー
マ
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
下
一
自
衛
、
平
塚
競
技
場
で
一
関
織
さ
れ

放
の
障
害
に
つ
い
て
一
る
。
全
国
の
一
一
品
開
校
サ
ッ
カ
ー
部
と

マ
申
込
期
限

9
R
I
B
(金
)
一
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
を
含
め
た
実
力
ト

{鋳
2
開
閉
ジ
ャ
ズ
ア
サ
イ
ズ
教
護
〕
…
ツ
ブ
ク
ラ
ス
、
十
六
チ
ー
ム
に
よ

7
8程

9
R
M
B
i
m月
U
B
一
る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
形
式
の
全
国
大

の
毎
週
木
間
曜
日
・
全
5
沼
一
会
。
平
塚
競
技
場
で
も
次
の
ゲ
1

・
時
時
間
午
後
6
降
初
分
1
7時
一
ム
が
ご
一
覧
い
た
だ
け
る
。

初

分

一

{

。

。

月

町

四

毘

(

金

)

}

マ
会
場
崇
盤
口
会
民
館
一
・
午
後
5
持
臼
疲
ユ
ー
ス
対
広

7
対
象
市
内
に
お
住
ま
い
か
お
一
島
工
高

勤
め
の
方
犯
人
(
先
着
頗
)
て
午
後
7
時
間
刑
蔭
学
歯
対
宮
幌
町

守
内
容
エ
ア
ロ
ピ
ク
ス
運
動
を
一
工
高

取
り
入
れ
た
リ
ズ
ム
体
操
一
〔

a
R幻
自
(
E
H
)
〕

マ

参

加

料

三

千

五

百

円

了

午

後

5
時
お
臼
の
勝
者

マ
申
込
期
限

9
丹
波
臼
(
火
)
一
噸
午
後
7
侍
読
売
ユ
ー
ス
対
前
回

申
し
込
み
は
、
い
ず
れ
も
向
ス
一
見
高
と
清
水
東
一
高
対
徳
島
し
主
比
一
品

~憲章濁の幾康といわれる{畿餅jそをや心iこ文化の緩5患にふれる~

O認稼 月怒{火)お悶{ニと)

く〉著書方自襲警 自符(交i重要壁、徳治費等)

く>.告し込み 8月31白(木)までに、官製はがきに住所、
氏名、室電話番号、年齢、性別暗記入のうえ「ヂ出 平

揮市見前回了15-1ひらつかカルチャ一事業運営委員

会j へ申し込みを。ただし、先着30人。

-旅の説明や事前学習を行う。

問い合わせ 市民センタ一事務潟電話32-2235

皐月2各自{土)
午後5時~望書寺

5主約会公園と市民センター潟辺

内容}

薬物、菓子、手づくり品、地護軍

ケ島の特産品

書芸協会鉢物部会では、500人の方に花の球
三の無料配布をするo

h域づくり課(内繰244)



義

人

基

準

に

つ

い

て

は

募

集

の

一

程

布

諜

一

の

勝

者

し

お

り

を

参

照

主

義

と

か

一

部

保

脚

よ

一

マ

入

場

料

金

一

般

八

百

円

、

中

年

収

奇

単

純

に

ロ

で

割

っ

た

も

の

一

月

久

的

分

は

一

高

生

五

十

目

白

川

小

学

生

三

百

円

で

は

な

い

)

一

令

中

真

領

封

。

一

一
:
3

、

保

、

惣

分

沢

ι
に

一

げ

入

居

決

{

止

措

貝

格

審

査

お

よ

び

一

樹

封

封

即

島

乱

以

齢

制

J
開

創

刊

叩

同

一

s一
月
初
門
討
に
平

三

主

一

剤

治

野

治

潜

飯

治

坪

、

1
1

部

治

分

、

治

、

な

る

一

rd
あ
る
く
会
が

マ

入

居

予

言

ロ

月

1

日

(

金

)

一

み

地

{

出

縄

縄

、

由

回

、

内

保

、

南

北

西

恵

子

分

興

一

沢

訓

と

か

プ

ロ

野

球

ジ

ュ

ニ

ア

日

本

章

一

メ

{

撃

し

お

り

申

量

二

豆

長

駆

刊

誌

諸

君

主

印

刷

晴

関

空

艦

上

下

見

が

九

月

十

八

臼

(

月

)

午

後

一

平

塚

あ

る

く

会

で

は

喜

一
畳
、
4
・

5
賢
台
所
兼
食
堂
E

一

マ

配

布

富

8

月

純

白

(

木

)

一

床

蝿

思

践

議

沢

民

所

一

六

時

か

ら

平

塚

球

場

一

品

催

さ

れ

一

言

聞

き

な

が

ら

大

宮

山

す

そ

一
V
家
賃
四
万
一
千
円
1
男
一
一
一
丁
'
5
5
3
(水
)

一

同

日

雄

日

間

同

日

間

間

抽

出

国

間

諮

問

問

問

阻

止

z
z
t
fる。
イ
ー
ス
タ
ン
リ

izz一
塁
く
。
参
加
さ
れ
る
方
は
、
直

一

千

円

一

回

露

午

前

8

時

初

分

1

午

後

一

}

(

一

ス

タ

ン

リ

ー

グ

の

各

優

勝

チ

1

ム

一

接

聖

書

に

お

集

ま

り

を

。

一

マ

申

込

資

格

①

昭

和

邸

主

月

一

品

(

9

3

日

は

午

前

中

)

一

9

ヤ

一

平

議

選

づ

く

り

諜

章

一

ぺ

j
i
E
F
i
j
i
-
-
L
J
一
が
、
量
一
の
座
を
か
け
て
争
う
一
中
日
持
8
2
日
(
日
)
降
水

石
臼
以
前
に
平
塚
市
民
と
な
り
、
一
マ
著
書
建
築
謀
、
市
民
格
一
@
会
場
市
役
所
8
会

重

一

生

活

係

員

一

一

六

一

一

一

一

一

一

に

よ

と

日

本

7

1

ズ

。

ご

家

族

お

誘

い

一

由

草

野

以

上

の

時

は

幻

臼

宅
一
引
き
続
い
て
住
ん
で
い
る
こ
と
一
談
室
ひ
ら
つ
か
ス
カ
J

ブ

ラ

ザ

一

|

|

〕

!
i
l
l
一

一

気

「

工

合

わ

せ

の

う

え

ご

襲

を

。

一

(

臼

)

以

後

中

止

組

一

②

夫

婦

(

署

雲

含

む

)

ま

た

一

マ

受

付

書

2

4

日

(

月

二

'

戸

お

八

体

…

一

中

日

時

9

5

臼

(

月

)

義

一

・

警

NTT平塚
電
報
告
喜

市

一
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雪月lOSiまきを箆下水道促進ヂー

とき号月 7 箆(氷)~10日〈羽)

ところ中綴公渓館

内容①下水道のしくみ

③下水道のひろがり

③南水を自然に返そう

被希望者には、おでい肥料、花の種子安配布

まおおこし

第 45ア空華

下水遊…役星電います

〈を玉〉

ポ
1
ツ
振
興
財
回

一
O
一一)へ。

フ
ロ

下水道総務課(内線448)

く〉晃釣合体官憲童書(電話31~3出7)
・開灘控彊銭 卓球、パドミントン、パスケッ

ト、軟式寵球 (--16時)、バレー (16時-)

• 8月21自(月)午韓 1時~午挫8時
~ 91311自 (湾) ノノ

• 9寺25日(跨)ノ/
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叫
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叩
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叫
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叫
表
前

@
8
2
臼
(
木
)
8
特
集
市
費
議
員
野
球
大
会

ヲ月日〈外く〉

市渓センターホール

者、-

ところ

く〉午書官の都内時-10時受付〉

e対象地蕊 繁華妻、松獄、重富士見、芦盤、

技水、なでしこ小学校震

く〉午後a毒事 (12時30分-13時30分受持)
'対象地E主 午訴の豊富以外昭総長主

※対象者には、 9月初旬2案内通知する

担当 穣祉総持課老人福祉係

1..0 
仁ー

耳語曲iこ朝F轄でぎます
ただし、長期はで嘗ません

3 
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右
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害
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講
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(
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選
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の
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ぶ
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人
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{

襲
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-
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問
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瓦
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ニ
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l
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師
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翠
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家
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二
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マ

教

材

費

五
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円

一

一

三

雲

絵

画

展

}
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市

開

問

ア

カ

デ

ミ

ー

一

信

期

間

S
月
幻
門
口
(
木
)
1幻

{

議

ぴ

い

ど

ろ

ブ

ロ

ー

チ

数

曹

四

一

口

J

(

火)

(6) 主容認定完走芋SF.l15Bらつ力、

十
月
二
十
日
か
ら
中
央
公
民
館

宇
品
、
公
透
明
と
し
て
一
関
か
れ
る
、

第
三
十
七
回
平
塚
市
立
化
祭
の
一
作

品
を
募
集
す
る
。

{
奨
衡
の
部
}

マ
応
募
紫
格
認
歳
以
上
の
万

マ
規
格
①
絵
語
、
彫
刻
の
範
践

で
サ
イ
ズ
は
町
山
号
ま
で
②
1
人

2
点
以
内
①
話
相
か
仮
額
で
、
す

ぐ
に
展
示
で
き
る
も
の

マ
参
加
料
無
料

マ
搬
入
初
月
S
臼
〈
門
口
)
午
一
議

切
符
I13
午
後
1
持
、
中
央
公
民
館

{骨支出丹市山部}
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マ
応
募
資
格
制
制
限
な
し

げ

v
規
格
①
サ
イ
ズ
は
殴
ツ
切
り

以
上
全
倍
ま
で
②
モ
ノ
ク
ロ
、

カ
ラ
、
単
苔
具
、
組
写
真

(
1

紹
3
枚
ま
で
)
安
芸
は
パ
ネ

ル
張
円
乏
し
、
ガ
ラ
ス
鎖
装
は
不

可マ
参
加
料

1
人
3
点
ま
で
一
千

マ
搬
入
お
月
8
臼
(
日
)
午
前

口一時
1
守
後
1
持
、
中
央
公
民
館

跨
い
合
わ
せ
は
、
社
会
教
育
謀

指
導
係
(
内
線
五
七
回
)
へ
。

前

前

前

後

前

前

前

後

前

後

午

午

午

午

午

午

午

午

午

午

第2.第4水濯臼
第 1.第3木曜臼
第 1.第3金曜日
第 l.j草;3金曜日

第 2・第4木議臼
第 2・第4金曜日

第2.第4土B翠日

第1.第3火曜日
第 2・第4火濯臼

第2.第4火議白

Jl 4日

1I 5日
1I 6日

li 仁?

万 12日

万 13日
!I 148 
!I 17日

il 24日
ノ124日

おこりじぞう

はだしのゲン

肯大人向け

戦争を生きぬいた交たち

胸谷義夫毘子

街を著亘けぬける放射能 竹村英招

平和への挑戦

クノレ"ガスタイガ一

人題発見の旅 早乙女勝jC

オキナワヘオキナワから 渡辺文春

i車場被;場者の半世紀 伊東壮

奄美の原埠乙女 上最4子
紘一戦争と人娘 e地味・宇宙

関根硲

軍語、無用 宇都議徳馬

走語大国のお転木馬 関場誓子

官子供向け

5己責 今江祥智

ガラスのうさぎ 高木敏子

白い回7ヒロシマ オド二本す立肴子

太陽の子 Jj疋谷健次郎

会つの花 今活字谷介

娘よここが長崎です 筒井芽乃

飛べ/千羽づる 手島悠介

おとなになれなかった弟たち

来会斉ニ加年

山 rH号子
中沢啓治

ー講師丈化放送「朝の小鳥j 担当蒲谷鵠

彦氏

す獲を.!%る会

土星のリングを見る。書力訂自由

即日時 8 f~j 訪日(水 18時30分~2開寺

ー会場博物館科学教窯、屋上L

合少年少女暴車線救援

粘とで造形を学ぶ。

a 日穏 9 汚 9 日 ~12月 16EJ (J)寄週土曜日 14

5ヲテ九一16n寺

対象小学4年~中学3年犯人〈申込散IJ>
1，500円

毎湿月曜日、 9月四日

食県立青少年金鵡

守境問町 電話32-7029

ーこども重量

火曜日 日時~16時間分

日曜日 9 時~16時50分

(火~日曜日 9 時~16時50分〕

• 3糖金書襲望室
〔火~日諜F1 9時時30分〕

声認なお、 3階事考霊は 8月30口(本〉まで指 l

定席となっている，ご了ネを。

女体宣吉田 毎週月曜日、月末、 9月15日

会話君事磐鶴 子制境問fffJl2-41 電話31-.0415

女翻E語研究綴言葉会

夏休みにおける自由研究む相競や質問を受

ける。書加自由0

・日時 8月23El (;&，) 10時~15時
会場博物館科学教室

ずを体摺箆 革週月曜日、月末、 9月15日

制導輪競宮 守，~境問町12-41 電話33-51日

ヰ

す夏期締)JIJ緩「豊玉事喜入門j

野鳥の生主早~J箕や課本展ポの件、クイズを

解きながら野高を知ってもらう。ト戸 8月30

目、特別展不富)

{特別量豊富号己資金、識の敬宮識の問。]

・日時 8月四日(日) 14時------16時

会場博物語講堂

古書高3fiiJ24縛罪悪テレど瀦援募金
時間テレピ「愛は地離を数うjにあわせ

て街頭募金活動などそ行う。

.iJ樫 8月初日 (ごと) 13時~27日 (日) 19 

時

会場 ピル北側f工場

ー内容街顕募金、アトラクション、構規在

会こども狭窓会

。8丹27日(臼) 10時、時 3措ホノレ
「モモ I割親臨105分。9月間日(臼) 10時、同時 3階ホーノレ
「のどか蒋の動物大沖戦i アニメ73分

会験強

③ 9月 "S (日) 10時、 14時 3繍ホール
「蛍薄い」 劇映商品分

す王子手話フィルムめ愛詰し

視聴覚ライブラリーでは、守l;fr-I湾系じっミリ

フィルムを費し出す。ご利用を。

fおとりじぞうj27丹アニメ、 fトビウオのほ
うやは病気です」四分アニメ、「東京ヒロシマ

子ども据最盛J31分、 f模戦争後む地球第 Z部
(地球炎上)J30分、「接戦争後の地球 e第 2

部(地球縄結)J30分、「はだしのゲン・欝工
部J107分

交開館時間 [ )は夏株み期間

m援出皇室、事帯重量

火~日曜日 9時------16時50分

金曜日 9 時~....~18時50分

いえ~木曜日 9 時~17時50分〕

〔金曜日 9 時~18時間分〕

;土~臼曜沼 9時----16時50分〕
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なお、すでにはしか予間接種を費

けた方は対車とならない。

鰭接種方法 市内の医曹機関で接種

できるので、接撞Hは医師とご相談

を。(7、 8月を除く)

輔料金無料

鱒t泉院謀、母子ι建購手帳を持書

〈ア〉

由揮擢センタ

中堅三34-17 電話34-0311

駅前パスタ ミナル 5播練中里

親由呂向同行または諏訪町経由市

民病院行主購センター前JF事
哲平嘩揮健所

豊原町 6-~21 電話32-~Q130

駅前パスタ ミナル 2番融事野
行 r;車分」 下車

制

問
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時
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検
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。
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喜
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検

一

勤

時

(

叫

歳

以
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m
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崎
一
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す
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L
i
t
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康

教

室

で

す

一

…

ぉ

刊

誌
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鶴

9

輯

9
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一
子
宮
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が
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書
検
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(
お
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以
て
9
R
4
B
午
後
1
時
努
1
一
成
人
一
家
言
す
る
た
め
の
健
一
一

5

漬
げ
な
ど
に
す
る
。

山

一

と

の

婦

人

間

百

円

)

、

子

宮

製

一

妊

娠

中

川

体

の

変

化

一

豪

器

開

か

れ

る

。

孟

量

一

…

選

マ

会

べ

妻

美

す

る

昌

一

が

ん

施

設

検

診

(

ぬ

歳

以

上

の

婦

で

9

F

R

午

後

1

誌

マ

一

議

還

を

喜

三

一

室

と

の

予

防

や

治

療

の

め

ん

類

の

ス

i

プ

は

残

写
一
人
千
円
)
、
主
療
が
ん
お
よ
一
赤
ち
ゃ
ん
の
誌
の
衛
生
一
@
2
2
へ
金
)
凶
之
宮
沢
町
民
一
…
た
め
の
食
事
は
、
塩
分
を
ひ
す
。
ま
た
、
し
ょ
易
量
一

一
三
一
び
体
が
ん
襲
撃
(
程
一
聞
が
必
一
5
9
月
言
午
前
ぬ
待
望
よ
鎗
(
語
吉
秀
彦
医
師
)
一
…
か
え
る
こ
と
が
大
切
で
あ
用
分
量
が
わ
か
る
よ
う
に
、
一

一

語

)

一

姿

と

認

め

た

人

千

七

言

二

妊

娠

中

毒

後

の

栄

養

一

・

9

月

首

(

火

)

語

公

民

館

一

一

る
o

小
血
に
と
っ
て
一
使
用
す
る
。
一

叩
は
刊
品
川
一
乳
が
ん
集
団
検
挙
(
初
歳
以
ヒ
の
一
マ
後
綴
(
妊
娠
8
か
月
以
降
の
ん
と
一
(
講
師
日
一
ト
部
鴇
底
部
)
一
一
塩
分
を
ひ
か
え
る
に
は
次
な
お
、
ご
絞
な
ど
の
主
食
一

…
船
山
肌
一
時
間
人
芭
円
)
、
乳
が
ん
施
設
検
診
マ
9
月
お
臼
午
後
1
時
お
分
，
、
I
2
7
9
月
初
日
(
金
)
量
口
公
民
館
一

γ

の
点
に
注
意
す
る
必
要
い
か
あ
に
魚
、
肉
、
卵
、
大
一
足
の
お
J

ι

駅

付

時

一

(

お

歳

以

ー

と

夜

円

)

一

お

濃

の

進

み

方

一

(

講

師

山

山

梨

配

一

郎

監

部

)

一

ぺ

る

。

か

ず

を

一

盟

、

そ

し

て

野

菜

川

、

民

山

一

言

遺

言

希

望

さ

れ

る

万

一

・

員

習

芸

品

お

ぞ

一

家

が

ん

を

紡

丘

一

一

マ

お

か

ず

の

総

会

完

蓄

の

お

か

ず

を

一

1

一

一

血

と

す

い

引
出
口
町
一
は
、
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
生
一
映
画
と
赤
ち
ゃ
ん
の
お
ふ
ろ
了
9
月
7
臼

(

木

)

南

原

公

民

館

一

一

工

夫

す

る

る

の

が

よ

い

。

四
鵬
児
す
一
年
月
日
、
垂
井
検
証
高
名
、
電
話
番
一
マ
会
場
保
健
セ
ン
タ
ー
i

(

電
話
一
(
瑞
時
的
永
楽
約
一
民
約
)
一

一
号
を
記
入
の
う
え
一
T
m
平
塚
市
一
位
1
0
一
二
一
一
)
一
@
9
月
収
口
同
(
火
)
金
[
自
公
民
館
一
(
講
締
村
田
節
子
一
体
脊
指
導
一
マ
第
Z
問
9
月
4
日
(
悶
付
)
ぬ

孝

一

一

浅

間

町

9

1

市

役

所

健

康

一

章

一

繍

概

要

議

官

ッ

タ

一

言

霊

透

明

言

)

…

員

)

…

時

1

以

降

初

分

船

即

、

一

康

づ

く

り

係

(

内

線

二

六

O

)

一

一

@

9

月

m

R

(

木

)

城

島

公

民

館

一

・

2
月
凶
日
(
木
)
大
野
公
民
館
一
マ
内
容
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操

殿

町

山

主

一

へ

。

一

門

V

9

戸

分

川

口

町

住

吉

月

8
日
(
金
)
、
一
(
詩
編
鈴
木
議
彦
箆
帥
)
一
(
講
師
刷
中
村
進
医
師
)
…
マ
会
場
平
塚
保
健
玖
講
堂

開

一

?

一

O

襲

撃

を

希

望

さ

れ

る

方

は

一

9

2

5

(

金

)

一

門

さ

わ

や

襲

撃

懇

で

高

官

芸

大

野

公

民

館

一

通

語

で

き

る

霊

長

持

参

同
，
ト
ザ
一
直
接
希
望
さ
れ
る
家
療
機
関
へ
お
で
持
関
い
ず
れ
も
午
後
1
時
1
一
。
9
月
7
臼
(
木
)
横
山
内
公
民
館
一
(
議
総
小
野
加
奈
子
体
育
指
導
一
ヱ
疋
長
先
着
知
名
ま
で

議

問

的

日

紅

一

申

し

込

み

を

。

一

マ

対

象

お

歳

以

上

の

方

一

(

講

師

翌

豆

公

平

一

保

腕

)

一

塁

一

マ

申

込

先

wr縁
即
時
健
浮
(
電
話

頭
道
一
マ
集
団
検
診
の
日
程
お
よ
び
場
一
さ
や
内
容
1
自
主
図
、
手
9
耳
目
玉
横
内
公
民
館
一
警
な
熟
語
警
護
二
幻
J
1
0
一
一
一
O
)

総

数

一

l

i

l

i

l

i

-

-

j

i

l

l

l

i

-

-

-

l

i

l

i

-

-

て
9
月
8
臼
(
水
)
中
間
窓
口
出
喜
一

E

J

機
器
一
セ
ミ
ナ
j

穣
く
一
括
(
刊
誌
五
一
民
主
辻
井
川
一
(
戸
日
J

け盟問十九程
J
H
A
;

一
平
塚
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
で
時
間
午
後
1
時
刻
分
i
3時
一
日
@
二
宮
町
社
会
議
校
セ
ン
タ
一
(
講
師
近
藤
博
保
歯
科
医
腕
)
一
司
、
訪
月
2
日
、
吉
田
の
5
日
間

分
一
は
、
身
近
な
滋
賀
封
鎖
を
考
え
る
一
初
分
一
i
)
で
発
表
し
て
も
ら
う
消
費
者
了
9
月
お
門
口
(
木
)
吉
沢
公
民
館
一
ヤ
待
問
午
前
刊
山
一
時
か
ら
(
羽
田

制

哀

の

一

議

苦

手

。

一

マ

喜

平

塚

消

費

量

セ

ン

タ

活

動

レ

ポ

ー

ト

を

募

集

す

る

。

…

(

講

抗

議

事

科

医

雪

一

は

午

後

1

誌

分

、

2
5午
後

間
一
{
挙
り
し
の
セ
『
~
ナ
i
}
一
!
(
梅
屋
9
階
)
一
マ
テ
!
?
暮
ら
し
の
中
で
患
っ
一

z

一
0
持
か
ら
)

ー
ト
…
一

7
日

程

9

R

4

E

5

1

ロ

一

マ

テ

、

マ

消

費

税

と

こ

れ

か

ら

一

た

こ

と

…

リ

フ

レ

ッ

シ

ュ

奪

三

マ

対

象

糖

尿

病

の

方

と

そ

の

家

曜

m
r
一
同
門
誌
臼
一
月
)
の
う
ち
の
8
臼
間
一
の
暮
ら
し
外
一
ヤ
規
定
①
白
百
字
詰
鼠
稿
用
紙
一
保
健
所
で
は
、
成
人
病
予
防
を
一
族

児

創

刊

E
・
時
間
午
前
凶
器
マ
午
後
一
マ
募
集
前
人
(
先
着
服
)
一
5
枚
程
度
②
統
計
、
グ
ラ
フ
、
文
一
日
的
と
し
て
、
5
回
シ
リ
ー
ズ
で
…
マ
申
込
先
平
塚
保
健
所
霊

山
四
時
開
欄
一

0
時
日
分
一
申
し
込
み
は
、
い
ず
れ
も
関
川
崎
一
章
を
引
用
し
た
場
合
は
出
典
先
を
…
実
施
す
る
。
ご
参
加
を
。
一
辺

jo二
一
一
O
)

I

H
，
lt
一
日
〉
会
場
平
塚
消
費
生
口
市
セ
ン
タ
一
鶴
岡
生
活
セ
ン
タ
ー
(
暗
唱
訪
幻
自
一
明
ら
か
に
す
る
こ
と

操
服
欄
鴻
一

I

(機
農

9

階

)

…

O

九

四

)

へ

。

一

?

応

募

期

間

間

8
丹市
μ
日
(
月
)

職

耕

雲

一

ヤ

テ

ー

マ

子

供

の

会

主

主

…

蕩

ら

し

の

や

の

一

マ

応

募

元

平

塚

消

費

生

活

セ

ン

考

え

る

外

一

一

N

1

1

(

宇

制

平

塚

市

紅

谷

町

5

レ
ポ
i
ト

纂

議

一

マ

募

集

鈎

人

(

先

護

服

)

一

一

初

海

底

9

階

@

電

話

n

l

m

O

九

{
謬
ら
し
の
大
学
}
一
消
費
者
の
つ
ど
い
笑
行
委
員
会
一
回
)

親対委決 2歳 6か月までの乳幼児

躍金場平壇探髄所

輔相談B 9月 4目、 18日

臨時間午前 9 時~10時(受付)

盟申し込み電話で平域縄健所へ予

約する。

盤母子鵠康手帳本冊・別冊、筆記用

具、富ブラシ安持参

3力、月1悪}
ι9月 6日元年5月 1B--10日生

・9月14日元年5J'311日--208生

・9月27日元年 3月21臼---31日生

2建設6か月j患〕

9月 5日 63年 3月 1日-"'-10日生

9月12日 63年 3月江田---20日生

・9月四日 63i:f. 3月21日--31臼生
3識兇}

• 9 月 7 日前年 7 月 1 日~1O日生

9月21日 61年 7 月 11 臼~20日生

・9月28日 61部 7 月 21 日 ~31日生

醐鮪 1期対象は 3か月以と 4議未

構の乳幼究。 3選問ヵ、ら 8週間の

間障で 3回受ける。

韓欝2期第 1掲の 3回目の接種臼

から 1$.以上 1年 6か月以内に i

閉受ける。 5議 6か月に連する

まで空けられるが、 4歳までに終

了することが望ましい。

購開業盟主、病院で接種できる。撞樟

呂は医師とご相談を。

翻料金無料

盤保積託、母子瞳鹿手帳を持委

け

乳

で

日

ー

の

接

受

の

隅

種

に

絞

3

を

満

開

接

内

病

る

種

未

の

の

以

済

き

。

接

続

開

日

月

共

で

を

防

0
6
週

回

か

事

棒

読

予
児
上

8

3

6

院

接

相

は

す

で

に

決

ま

っ

て

い

る

も

り

も

あ

る

台

、

電

気

ポ

ッ

ト

、

パ

ソ

コ

ン

、

塩

出

制

附

則

的

齢

出

闘

は

町

の

で

、

宇

雪

。

機

、

冷

風

機

、

ガ

ス

華

(

プ

ロ

パ

ン

)

ぜ
い
か
問
。
l

L

L

市

過

説

。

本

用

品

牽

錦

槽

報

は

乳

児

お

す

わ

り

議

、

天

体

望

遠

鏡

閉
山

3
消

防

よ

弘

法

草

桝

地

域

づ

く

り

課

市

民

生

活

探

(

謀

議

っ

て

く

だ

さ

い

よ

用

量

い

要

期

。

畳

期

1

け

万

年

は

;

一

二

ハ

一

…

一

)

へ

。

す

、

ワ

ー

プ

ロ

、

パ

ソ

コ

ン

、

ェ

レ

ク

象
必

2

児
閉

2

ら
受
撞
で
日
金
一
皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
一
問
い
合
わ
せ
が
心
髄
り
ま
す
勉
強
机
、
応
接
セ
ッ
ト
ー
ン
、
電
荒
オ
ル
ガ
ン
、
自
転
車

で

同

幼

3
第
か
回
側
主
僻
一
増
え
て
い
る
。
問
い
合
わ
せ
の
と
き
に
ト
、
食
器
戸
棚
、
霊
い
す
付
き
電
話
予
祐
三
、
ベ
ビ
ー
カ
ー

事手襲翼窃

掛

259円

410円

161円

161円

271月
218月

198内

366P3 

241fJ 

157円

分。。
勺

ι

F
E
B

一
J
分

一
フ
土
油

カ

(

時
臼

4

M
刊

2
時

M
M

月
U
U

た

9

F

のマ、γ
門

Mヒ

市民センター

-入場無料{先着1.400人)

さき

ところ

と

一勤務は愛f棄と資怒号をもって稼てようー

最近、犬や猫の苦情が増えている。館い主

の方は、次のことをよく守って働人に迷惑を

かけないようにしよう。

@近所iこ添惑をかけない，む夜りを

①必要なければ不援、ヨ長勢手術を

①犬の費主主各f草、 4阜、ず「ふんの始末Jと月lき

鯛の草署F再jを

@犬の放し鋭いは規事量。絶対にやめよう

-執額出演丘さとみ、にしぎのあきら

周d吹ジユン、原悶潤

f習い合的せ地域づくり課

5 

主呈当 健康諜



(8) 平成元年8J=苦守 58

初
心
者
を
対
象
と
し
た
手
話
講
習

会
が
開
か
れ
る
。

マ
日
程

8
湾
出
臼

3
9月
詑
臼

{
9
月
目
白
は
除
く
)
の
毎
週
火
、

金
曜
日

e

時
間
午
後
6
時
1
8時

守
会
場
市
役
所
C
会
議
室

マ
定
員
却
人
(
先
着
願
)

マ
申
込
先
福
祉
総
務
諒
更
生
福
祉

部
(
内
綿
一
一
一
一
二

マ
日
程

9
月
白
臼
(
金

)
S四
月

民
自
(
火
)
ま
で
の
う
ち
の
白
日
間

-
一
高
齢
仕
在
官
会
を

ゴ
し
迎
え
て
お
年
寄
り

の
い
る
家
庭
が
惜
唱
え
て
い
ま

す
。
毎
日
の
介
護
は
そ
の
家

庭
、
特
に
主
婦
に
と
っ
て
は
大

き
な
自
問
題
だ
と
怒
い
ま
す
。

例
え
ば
、
暴
吊
介
護
し
て
い

る
方
が
急
栴
な
ど
で
介
護
で
き

な
く
な
っ
た
受
円
号
の
筒
介

護
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
制
度

が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

(
古
車
八
機
康
調
慈
子
さ
ん
)

現
在
、
在
宅
福

重曹45ア呈吾

-
時
間
午
前
日
時
1
午
後
3
時

守
会
場
県
農
業
会
館
(
駅
南
口
)

マ
対
車
介
護
の
仕
事
を
通
し
て
社

会
書
加
を
希
望
す
る
女
性
却
入
(
抽

選
)
マ
申
込
期
限

9
月
8
日
(
金
)

申
し
込
み
は
、
は
が
き
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
の

う
え
、
一
一
?
加
藤
沢
市
江
田
島
z
i
l

-
-
県
立
婦
人
総
合
セ
ン
タ
ー

(電話拍
δ
四
六
六
訂
一
一
一
一
一

内
綿
五
回
一
一
)
へ
。

{
車
産
緩
緩
講
習
金
〕

マ
日
程

9
月
UBi-う
同
月
5
自
の

毎
週
木
瞳
白
、
四
月
2
g
(月
)

・
時
間
午
後
1
時
3
4時

マ
定
員
却
人
(
先
着
掴
)

〔
点
嘩
品
購
資
金
}

マ
日
曜

9
月
6
日
1
訂
自
の
毎
遊

水
曜
日

・
時
間
午
桂
1
時
却
分
1
3時
叩

分マ
定
頭
部
人
(
先
着
順
)

〔
輯
膏
儲
審
議
蜜
金
}

マ
日
程

9
月
日
目
(
火
)
:
臼
月

5
臼
(
火
)
ま
で
の
う
ち
の
立
日
間

・
時
間
午
前
日
時
1
日
時

守
定
員
印
揖
ま
で
の
方
加
入
(
先

着
綴
)

し

可サ
ー
ビ
ス
の
内
容
は
食
事
、

掃
除
、
洗
濯
な
ど
の
身
の
回
り

の
世
話
や
身
辺
の
介
護
な
ど
を

有
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
外
に
各
種
援
議

制
度
に
つ
い
て
の
相
談
、
助
言

申
し
込
み
は
、
い
ず
れ
も
平
埠
市

社
会
福
祉
協
議
会
(
電
話
却
ご
三

一一一一一)へ。

県
立
平
理
高
等
職
業
技
情
桂
で
は

職
業
訓
続
生
と
ワ
ー
プ
ロ
教
室
の
受

講
生
を
募
集
し
て
い
る
。

{
平
成
元
年
度
撞
期
磯
誰
訓
輯
}

マ
コ
i
ス
エ
ク
ス
テ
リ
ア
施
工
加

入
、
倖
宅
設
備
施
工
・
プ
ラ
ン
ト
施

工
叫
入
、
建
設
設
計
的
人

マ
選
考
日

9
月
8
日
(
金
)

マ
受
付
期
限

9
月
1
日
(
金
)

〔ワ
i
ブ
口
教
護
〕

7
開
講
臼
①
8
月
四
日
(
土
)
S

羽
田
(
白
)
、
②
9
月
2
日
(
土
)

1
3
日

(
B
て

③

9
月
四
日

(土
)

J

3

日
月
1
日
(
日
)

・
時
間
午
前
9
時
S
午
後
4
時

マ
対
象
時
議
以
上
の
万
各
却
人

(
先
着
順
)

申
し
込
み
は
、
い
ず
れ
も
伺
高
等

職
業
技
術
枝
(
電
話
回
!
一
九
二

二
)
へ
。

ひ
ま
わ
り
号
を
走
ら
せ
る
湘
南
実

行
委
員
会
で
は
、
障
害
の
あ
る
方
々

と
一
緒
に
電
率
の
庇
を
楽
し
む
友
情

列
車
ひ
ま
わ
り
号
を
走
ら
せ
る
。

マ
日
時
刊
月
8
日
(
日
)

マ
コ
ー
ス
茅
ヶ
崎
l
平
埠
!
翻
融

場
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
ン
ド
(
往
壇
)

マ
募
集
人
員
障
害
の
あ
る
方
百
五

十
人
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
二
百
人

守
番
加
料
大
人
一
一
一
千
円
、
中
@
高

校
生
日
正
ふ
円
、
小
学
生
一
千
五
百
円

マ
問
い
合
わ
せ
先
福
叶
紙
務
課
更

生
損
祉
保
(
内
綿
一
一
一
一
一
)

一
間
幽
廿
宮
教
意
一
役
務
〈
一

7
5
時

9
月
2
5
(土
)
午
前
9

時
羽
八
万
jI3
日
時
却
分
、

マ
会
場
県
農
業
会
舘
(
駅
南
口
)

マ
講
師
大
船
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

岩
田
賀
氏

マ
内
容
山
野
草
の
育
て
方

マ
問
い
合
わ
せ
先
県
湘
隅
閣
芸
相

説
セ
ン
タ
ー
(
電
話
回

O
五
九
一
一
一
)

文
部
省
で
は
、
義
務
教
育
課
樟
時

に
病
弱
、
尭
育
不
全
な
ど
の
理
由
で

就
学
で
き
な
か
っ
た
方
に
対
し
、
中

学
校
卒
業
担
度
の
学
力
が
あ
る
か
ど

う
か
に
つ
い
て
白
認
定
試
験
を
行

う。
な
お
、
合
格
さ
れ
た
方
に
は
す
同
等

学
校
の
受
験
資
格
が
与
一
え
ら
れ
る
o

v試
験
日
日
月
叩
臼
(
金
)

マ
試
験
科
弓
中
学
校
の
一
節
語
、
社

も
行
っ
て
い
ま
す
。

1
(電
話
お

1
一
一
一
二
一
一
一
一
)
に

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

九

十

六

人

の

へ

ル

パ

ー

の

み

な

(

福

祉

総

務

繰

)

さ
ん
が
働
い
て
い
ま
す
が
、
福
撰
市
へ
の
ご
意
見
、
ご
要
望
な

祉
活
動
に
情
熱
を
お
持
ち
で
、
ど
は
、
お
気
軽
に
広
報
課
広
糠

満
六
十
五
歳
未
満
の
方
を
募
集
係
(
内
線
三
五
五
)
へ
お
寄
せ

し
て
い
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
く
だ
さ
い
。

は
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

会
、
数
字
、
理
科
、
五
諾

け

v
受
付
期
限

9
月
6
日
(
水
)

マ
問
い
合
わ
せ
先
県
教
育
普
員
会

特
殊
教
育
課
(
電
話
。
四
五
(
一

(
C

一
一
一
内
線
七
一
一
五
五
)

障
害
の
あ
る
方
り
躍
い
入
れ
を
計

笥
し
て
い
る
事
業
主
を
招
い
て
の
障

害
者
集
団
職
業
相
談
会
が
聞
か
れ

る。マ
日
時

9
月
刊
日
(
火
)
午
後
1

時
3
4時

マ
会
場
小
田
原
市
中
央
公
民
館

守
申
込
期
限

8
月
四
日
(
上
)

V
申
込
先
手
塚
公
共
職
業
安
定
所

(
笥
語
幻

l
o
c
o
)

マ
日
揮

9
月
8
臼
(
金
)
、
ロ
日

(
火
)
、
日
自
(
水
て

H
日
(
木
)

@
時
間
午
後
6
時
四
分
1
9時

守
会
場
平
塚
商
工
会
議
所

マ
講
師
笠
原
デ
ザ
イ
ン
室
室
長

笠
顕
正
久
氏

マ
内
容
局
内
広
告
文
字
を
学
ぶ

マ
窓
口
一
只
叫
人
(
先
務
煩
)

マ
受
講
料
五
千
円

マ
申
込
先
平
副
部
高
工
会
議
所
へ
電

話
白
一

O)

あたたかい
社
会
撞
祉
益
金
は
、
地
域
福
祉
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に
慣
わ
れ

る
。
ご
協
力
を
。

問
い
合
わ
せ
は
、
平
号
市
社
会
褐

祉
協
議
書
(
電
話
回
二
一
一
一
一
二
三
)

へ

。

，

(

敬

玩

J

略
)

門

V

社
会
構
札
世
帯
晶
金
へ
・
ロ
人
会

…
千
円
、
岩
井
杜
久
松
斗
万
円
、

中
村
伝
五
郎
一
千
円
、
勝
浦
文
子

万
円
、
つ
く
し
看
護
婦
家
政
婦
紹

介
所
一
万
円
、
た
ん
ほ
ほ
一
手

四
百
円
、
間
井
母
一
万
円
、

ur

木
融
勝
一
万
円
、
鈴
木
川
相
次
郎

一
万
円
、
鈴
木
樺
枝
一
一
千
円
、
全

日
本
韓
踊
連
合
会
↑
万
円
、
匿
名

(
3
件
)
一
一
…
巧
一
一
下
円

V
社
会
福
祉
へ
・
磯
崎
輝
夫

γ
円
マ
慈
ま
れ
な
い
子
へ
・
磯
崎
勉

γ
一
交
通
瀦
児
へ
@
講
師
庸
美
一

T
五
百
円

与

誌

に

!

?

伊

川

ノ

f
/
泌
す

基
〉

f
シ時
M

T
K
M叫
野

一mfp
L

一
ρ
崎
/

み
と
り
基
λ

廷
は
、
緑
化
問
体
の
助

成
な
ど
に
龍
わ
れ
る
。
ご
協
力
を
。

問
い
合
わ
せ
は
、
公
園
絹
地
点
訳
緑

政
M

m

(

内
綿
五
九
一
)
へ
。(
敬
斡
略
)

マ
み
ど
り
護
金
へ

e

村
沢
正
て

万
円
、
市
役
所
盆
裁
会
三
万

円
、
平
埠
市
七
夕
ま
つ
り
出
居
者
一

同
五
ト
万
円

ツ
金

¥ν
軍門
γ

一
事
担
i
d
a
一
ヘ
媛
隅
「
レ

ポ

円

ぬ

丸

一

輔

門

叶

議

ス
/
今
ぃ
緩
い

ス
ポ
!
ツ
揺
興
基
金
は
、
ス
ポ
ー

ツ
に
関
す
る
講
習
会
、
ス
ポ
ー
ツ
団

体
に
対
す
る
助
成
な
ど
に
世
わ
れ

る
。
こ
協
力
を
。

問
い
合
わ
せ
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興

財
団
{
喧
語
お

l
O
一
O
一
一
)
へ
。

(
敬
称
略
)

マ
ス
ポ
!
ツ
接
興
基
金
へ
・
平
揮

弓
道
協
会
八
万
円
、
磯
崎
式
健
車

体
操
リ
ン
ダ
ク
ラ
フ
一
一
一
万
円
、
村

沢
正
一
一
万
円
、
田
中
靖
夫
丘

£
j

口
J

( 9月 2日 (ニヒ)] 14 35 
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席、 8月216
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